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１ 調査の概要 

(１) 調査目的 

高知工科大学に在学中の学生の意識調査を実施し、将来の希望、市に対する評価や意見等を把握し、

「第３次香美市振興計画」策定の基礎資料とする。 

(２) 調査対象 

高知工科大学に在学中（令和７年 10 月現在）の大学生・大学院生 

(３) 調査方法 

在学中の学生に対し、大学よりアンケート協力をメールで依頼し、香美市電子申請サービスの回答フ

ォームに学生が回答を入力する。 

(４) 調査期間 

令和７年 10 月３日から令和７年 10月 31 日まで 

(５) 回収結果 

生 徒 数 2,791 人（令和７年５月１日時点） 

内 訳 学士課程 2,440 人、大学院 351 人、男性 2,149 人、女性 642 人 

有 効 回 答  129 件 

有効回答率  4.62％ 

(６) 調査項目 

質問番号 項目 

属性 

Ｑ１ 性別 

Ｑ２ 学年 

Ｑ３～Ｑ５ 実家について 

Ｑ６ 現在の居住地 

生活環境 

Ｑ７ 学生生活を送るうえでの経済状況 

Ｑ８ 香美市の中で不足していると感じているもの 

Ｑ９、Ｑ１０ 公共交通機関（バス）について 

 卒業後 

Ｑ１１ 大学卒業後の進路予定 

Ｑ１２～Ｑ１７ 就職について 

 市の魅力 

Ｑ１８～Ｑ２２ 香美市での居住希望 

Ｑ２３ 香美市のＰＲポイント 

 そのほか 

Ｑ２４、Ｑ２５ 学生向け補助金について 

Ｑ２６ 工科大生として香美市にできること 
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31.8%

20.9%
19.4%

11.6%

14.0%

2.3%

21.9%

22.8%

19.5%
23.2%

10.1%

2.4%

大学1年 大学2年 大学3年 大学4年 修士課程 博士課程

割合(回答者数） 割合(学生数）

２ 集計結果 

学生数は、前回 2,329 名、今回 2,791 名と増えていますが、アンケートの回収率が 18.8％から 4.62％

と大きく減少となりました。 

 

(１)回答者の属性 

Ｑ１ 性別 

 

 

Ｑ２ 学年 

高知工科大学のホームページで公開されています学生数＊で比較したところ、大学１年生の回答率が

高く、大学４年生の回答率が低い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学生数（https://www.kochi-tech.ac.jp/disclosure/data/student.html）  

男性

67%

女性

29%

非選択

4%

大学1年

32%

大学2年

21%

大学3年

19%

大学4年

12%

修士課程

14%

博士課程

2%
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Ｑ３ 実家（大学進学まで暮らしていた場所） 

 前回（2015 年実施）のアンケート結果と比較すると、高知県内の学生が減少しており、大阪府、大

分県の学生が増えています。 

この結果を高知工科大学のホームページで公開されています都道府県別学生数（学士課程）＊で検証

したところ、令和７年５月１日時点の高知県出身の学生の割合は、27.21％と前回結果から大きく変化

していませんでした。公開されている令和元年から令和７年までの推移についても、平均値は 27.55％

と変化は見られませんでした。大阪府についても同様の結果となっています。 

一方、大分県出身の学生は、令和元年 2.17％（50 人）から令和７年 96人（3.93％）と毎年増加とな

っています。 

学生（学士課程）の約 75％を占める上位 10 都道府県と今回のアンケート結果の上位 10都道府県は、

９都道府県が一致しており、割合も大きく違いはありません。 

 

都道府県名 ｎ ％ 前回％ 都道府県名 ｎ ％ 前回％ 

高知県 21 16.3 28.4 埼玉県 1 0.8 0.2 

愛媛県 14 10.9 9.8 鹿児島県 1 0.8 0.9 

兵庫県 13 10.1 10.3 新潟県 1 0.8 0.0 

大阪府 11 8.5 3.0 千葉県 1 0.8 0.2 

大分県 8 6.2 0.5 長野県 1 0.8 0.0 

岡山県 7 5.4 6.2 鳥取県 1 0.8 0.5 

香川県 6 4.7 4.6 島根県 1 0.8 1.6 

京都府 5 3.9 3.7 東京都 0 0.0 0.7 

広島県 5 3.9 3.9 和歌山県 0 0.0 1.6 

三重県 5 3.9 1.6 熊本県 0 0.0 1.4 

徳島県 5 3.9 5.0 奈良県 0 0.0 1.1 

愛知県 4 3.1 2.1 福井県 0 0.0 0.9 

静岡県 4 3.1 1.8 宮崎県 0 0.0 0.9 

福岡県 4 3.1 2.3 石川県 0 0.0 0.5 

岐阜県 3 2.3 0.9 滋賀県 0 0.0 0.5 

沖縄県 2 1.6 0.7 佐賀県 0 0.0 0.5 

山口県 2 1.6 0.2 青森県 0 0.0 0.2 

長崎県 2 1.6 2.3 福島県 0 0.0 0.2 

茨城県 1 0.8 0.2     

 

＊都道府県別学生数（学士課程）（https://www.kochi-tech.ac.jp/disclosure/data/student.html） 

出身高校の所在地を基に算出 
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Ｑ４ 高知県内に実家がある人の実家の場所 

 前回（2015 年実施）同様に高知市出身の学生が最も多く、香美市出身の学生数はあまり変化が確認

できません。 

 

市町村名 ｎ ％ 前回％ 市町村名 ｎ ％ 前回％ 

高知市   10 47.6 46.0 土佐清水市  1 4.8 0.0 

南国市   3 14.3 4.8 土佐市 0 0.0 6.5 

香南市   2 9.5 4.8 いの町 0 0.0 5.6 

香美市   1 4.8 7.3 須崎市 0 0.0 4.8 

四万十市  1 4.8 2.4 本山町 0 0.0 2.4 

宿毛市   1 4.8 0.0 佐川町 0 0.0 2.4 

津野町   1 4.8 0.8 そのほか 0 0.0 12.8 

田野町   1 4.8 0.0     

 

Ｑ５ （実家が香美市以外の方）実家のあるまちと香美市の都市化の比較（択一） 

実家のあるまちの方が香美市よりも都市化が進んでいると考えている学生が、約４分の３となって

います。 

 

  

非常に進んでいる

44%

ある程度進んでいる

31%

同程度

8%

やや遅れている

7%

非常に遅れている

10%

無回答

0%
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Ｑ６ 現在の居住地 

アンケート結果からは、土佐山田町内から通学している学生が増えていますが、実家が高知県である

学生の回答率が低く、実家が県内にある学生のうち、実家（県内の香美市以外の市町村）から通学して

いる学生の割合を補正したうえで比較しないと、土佐山田町内から通学している学生が増えているか

はわからない結果となっています。 

 

地域名 ｎ ％ 前回％ 地域名 ｎ ％ 前回％ 

土佐山田町 113 87.6 69.3 南国市 2 1.6 2.7 

香北町 0 0.0 0.2 安芸市 0 0.0 0.5 

物部町 1 0.8 0.0 その他県内 0 0.0 2.3 

高知市 10 7.8 15.3 県外 1 0.8 0.7 

香南市 2 1.6 1.4     
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(２)生活環境 

Ｑ７ 学生生活を送るうえでの経済状況 

生活に困窮している可能性がある学生が４分の１以上となっています。 

「経済面での問題はない」と回答した学生と実家のある市町村に偏りは確認できませんでしたが、

「生活費や医療費を節約して生活している」、「学生生活を継続することが難しくなりつつある」と生

活に困窮している学生のうち、実家が「香美市」、「高知市」、「南国市」、「香南市」である学生の割合は

相対的に少なく、下宿している可能性の高い学生が生活に困窮している割合が高いと推察されます。 

 

 

 

  

経済面での問題はない

48%

レジャーや娯楽を楽

しむ余裕はない

26%

生活費や医療費を節約

して生活している

23%

学生生活を継続することが

難しくなりつつある

3%
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Ｑ８ 香美市の中で不足していると感じているもの（複数選択可） 

半数を超す学生が香美市に不足していると考えている施設は、「飲食店」（76.7％）、「娯楽施設」

（70.5％）、「交通機関」（53.5％）となっています。 

質問５【（実家が香美市以外の方）実家のあるまちと香美市の都市化の比較】で「非常に進んでいる」

と回答した学生と「非常に遅れている」と回答した学生の回答を比較したが、不足していると感じる施

設の順位は概ね一致しています。 

実家が「香美市」、「高知市」、「南国市」、「香南市」である学生の回答でも、上位４つまでは一致して

おり、実家から通学している学生と下宿している学生の間での差異は確認できません。 

 

 

  

7.8%

7.0%

7.8%

10.9%

12.4%

12.4%

12.4%

13.2%

13.2%

20.2%

27.9%

34.9%

38.0%

53.5%

70.5%

76.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

その他

金融機関

図書館

コインランドリー

公園、緑地

ドラッグストア

理美容室

文化施設（美術館、ホール）

借家・アパート

医療機関

スーパー・コンビニ

運動施設

衣料品店

交通機関

娯楽施設

飲食店

不足している施設
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Ｑ９ 公共交通機関(バス）の乗車理由 

バスを利用している学生は、６割超となっています。 

  

 

 

Ｑ１０ バスについて、どういった点を改善すれば、あなたはより利用しますか。（複数選択可） 

「増便」を求める意見が最も多く、次いで、「キャッシュレス決済」の導入となっています。 

高知工科大学に向けて運行しているＪＲ四国バスととさでん交通のバスはともに、キャッシュレス

決済を導入していることから、利用したいキャッシュレス決済手段と利用できるキャッシュレス決済

手段にギャップがあると考えられます。 

 

  

通学・日常生活全般

10%

日常生活

26%

日々の通学

3%雨天時の通学

23%

入学当初の通学

12%

利用したことがない

26%

0.0%

1.6%

12.4%

12.4%

15.5%

17.8%

24.0%

39.5%

41.1%

64.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他

バリアフリー化

運行状況確認システムの導入

停留所環境の改善

路線の見直し

今以上に利用することはない

運賃の減額

運行時間の見直し

キャッシュレス決済の導入

増便

改善点
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(３)卒業後 

Ｑ１１ 大学卒業後の進路予定（択一） 

ほとんどの学生が就職、又は進学するとなっており、起業する学生はいません。 

 

進路 大学 1年 大学 2年 大学 3年 大学 4年 修士課程 博士課程 

就職する 15 11 13 5 16 2 

進学する 4 6 9 7 1 0 

進学する（他の大学） 6 2 2 1 0 0 

進学する（専門学校） 0 0 0 0 0 0 

留学する 0 0 0 0 0 0 

香美市内で起業する 0 0 0 0 0 0 

香美市外で起業する 0 0 0 0 0 0 

家業を継ぐ 0 0 0 1 0 0 

その他 0 0 0 0 0 0 

決まっていない 16 8 1 2 1 1 

合計 41 27 25 16 18 3 

 

Ｑ１２ （就職すると回答した方）就きたい業種（択一） 

「製造業」、「ＩＴ・通信」、「公務員」が上位３種となっています。 

 

 

  

製造業 29%

商社 2%

小売・流通 0%

金融 2%

IT・通信 23%
サービス 6%

インフラ・運輸 7%

建設・不動産 11%

公務員 15%

その他 5%
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Ｑ１３ （就職すると回答した方）就職先を決定するにあたり、優先度が高いもの（２つまで選択

可） 

「給料」、「労働条件・休日」、「福利厚生」が上位となっています。 

業種や職種よりも労働条件・休日や福利厚生が上位を占めており、ワークライフバランスといった側

面を優先していると考えられます。 

 

 

Ｑ１４ （就職すると回答した方）就職予定地 

高知県内で就職される学生は、就職を予定している学生のうち６％となっています。 

 

 

 

  

1.6%

1.6%

9.8%

11.5%

13.1%

13.1%

27.9%

34.4%

36.1%

45.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

ネットなどの評判

その他

将来性

安定性

業種

勤務地

職種

福利厚生

労働時間・休日

給料

就職先の決定要因

高知県内 6%

高知県外 74%

海外 2%

決まっていない 18%
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Ｑ１５ （県内就職を予定している方）就職先が高知県内となった理由（複数選択可） 

高知県内に就職する予定の学生全てが、高知県内に就職となった理由として「住み慣れた地域にいた

いから」となっています。 

また、質問１３において、就職先を決定するにあたり優先度が高いものとして「業種」を選択した学

生は、１名だけでした。 

 

 

Ｑ１６ （県内就職を予定している方）就職先の市町村 

高知県内に就職する予定の学生全ての就職先市町村は、「高知市」となっています。 

 

  

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

100.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

その他

希望する就職先があるから

住んでみたい地域だから

友人・知人がいるから

育った地域に貢献したいから

親と同居または近くで暮らしたいから

親の意向だから

他地域での就職活動はお金がかかるから

住んでいる地域外での生活に自信がないから

住み慣れた地域にいたいから

高知県内に就職する理由
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Ｑ１７ （県外で就職すると回答した方）就職予定地 

高知県外で就職する学生の就職先都道府県は、「大阪府」、「東京都」の上位２都府で 18 名（45％）、

関東、関西での就職が 26名（57.8％）となっています。また、全体的に地方の出身者が都市部の都道

府県に就職する傾向が確認できます。 

就職予定先が決まっている学生 45名のうち、18名（40.0％）が出身県での就職となっています。 

大都市圏ではない大分県を就職先とする学生が多い理由は、大分県出身の学生の就職予定先が地元

大分県であるためです。 

 

市町村名 ｎ ％ 出身者数(人) 増減数 

大阪府 10 22.2% 5 人 5 人 

東京都 8 17.8% 0 人 8 人 

兵庫県 4 8.9% 0 人 4 人 

大分県 3 6.7% 4 人 -1 人 

北海道 3 6.7% 0 人 3 人 

愛知県 2 4.4% 1 人 1 人 

京都府 2 4.4% 0 人 2 人 

香川県 2 4.4% 3 人 -1 人 

神奈川県 2 4.4% 0 人 2 人 

福岡県 2 4.4% 0 人 2 人 

愛媛県 1 2.2% 4 人 -3 人 

沖縄県 1 2.2% 2 人 -1 人 

岐阜県 1 2.2% 2 人 -1 人 

広島県 1 2.2% 2 人 -1 人 

静岡県 1 2.2% 1 人 0 人 

鳥取県 1 2.2% 1 人 0 人 

和歌山県 1 2.2% 0 人 1 人 
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(４)市の魅力 

Ｑ１８ もし高知県内に住むのであれば、「香美市」に住んでみたいと思いますか。 

「住みたくない」が過半数となっています。実家が高知県と他都道府県の学生で「住みたくない」の割

合に違いはありません。 

 

 

Ｑ１９ （香美市に住んでみたい・住み続けたいと回答した方）住んでみたい理由（自由記載） 

全体的な傾向として、「豊かな自然環境」と「災害時の安全性」が評価されており、「都市部に近接し

つつも、混雑しすぎない適度な利便性や住みやすさ」が居住意向につながる結果となっています。 

 

Ｑ２０ （他に住みたい市町村があると回答した方）住みたい市町村 

 「高知市」が約６割となっています。 

 

 

Ｑ２１ 住みたい市町村を選んだ理由は何ですか。（自由記載） 

商業・娯楽施設の不足、就労機会の少なさ、交通の不便さといった点が、学生が香美市に住むことを

躊躇する要因となっています。 

 

住みたくない

55%

住んでみたい・

住み続けたい

19%

他に住みたい市町

村がある

26%

高知市

62%南国市

9%

四万十市

6%

宿毛市

3%

県外

20%



14 

 

Ｑ２２ （香美市に住みたくないと回答した方）「香美市に住みたくない」理由（２つまで選択可） 

「道路事情や交通などの生活環境の設備が遅れているから」、「スポーツ・レジャー施設や文化施設が

不十分だから」、「人口減少、高齢化が進んでおり、将来生活していけるか不安だから」、「住環境の整備

が遅れているから」の４つの要因が香美市に住みたくない理由となっています。 

 

 

Ｑ２３ あなたが香美市を知らない方に香美市の魅力を PRするのであれば、何をどのように PRし

ますか。（自由記載） 

「豊かな自然環境」、「アンパンマン関連の観光資源」、「高知市へのアクセスも兼ね備えた適度な田

舎暮らし」が主要な魅力として認識されており、これらを具体的な体験（キャンプ、観光地巡り）とし

てＰＲしていくべきであるという意見となっています。 

 

  

0.0%

0.0%

0.0%

2.8%

2.8%

5.6%

7.0%

22.5%

26.8%

40.8%

53.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

地域の行事や近所づきあいが面倒だから

福祉分野のサービスが不十分だから

自然の減少・悪化が進んでいるから

消防、防災、防犯体制に不安を感じるから

医療分野のサービスが不十分だから

子どもの保育・教育のことが心配だから

住環境の整備が遅れているから

人口減少、高齢化が進んでおり、将来生活していけるか…

スポーツ・レジャー施設や文化施設が不十分だから

道路事情や交通などの生活環境の設備が遅れているから
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(５)そのほか 

Ｑ２４ 学校向けの補助金を知っていますか。 

８割以上の学生が学生向けの補助金を知らないとなっています。 

 

 

Ｑ２５ 奨学金の返還を支援する補助金があることで、香美市に残りたいと思いますか。 

奨学金の返還を支援する補助金があることで、香美市に残ることを検討する学生は、４分の１以上と

なっています。 

ただし、奨学金の返還に対する補助制度は、多くの市町村が設けていることや補助制度を知らない学

生の割合が多いこと及び奨学金制度を利用しているか否かのスクリーニングができていないことから、

補助金の効果を確認するには、より詳細な調査が必要となっています。 

 

 

Ｑ２６ 工科大生として香美市にできることは、どんなことがあると思いますか。（自由記載） 

自身の労働力や消費活動による経済貢献、専門知識やスキルを活用した地域課題解決、そして地域住

民との交流や情報発信を通じた活性化といった意見となっています。 

両方とも知っている

3%

（奨学金の補助金のみ）知っている

15%

（地域活動の補助金のみ）

知っている

1%

両方とも知らない

81%

香美市に残りたいと思った 4%

香美市に残ること

も検討したい…

この補助金を使

う予定はない

74%
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３ 資料（質問一覧） 

 

基本情報 

 

問１．性別を選択してください。（○印１つ） 

１．男子 ２．女子 3．非選択 

問２．大学や大学院での学年を伺います。 

１．大学 1 年 ３．大学 3 年 ５．大学院 1 年 ７．その他  

２．大学 2 年 ４．大学 4 年 ６．大学院 2 年 

問３．実家（大学進学まで暮らしていた場所）は、どちらですか。 

１．高知県 ２～47．ほか 46 都道府県 ３．海外 

問４ （高知県内に実家がある方に伺います。）実家のある市町村はどちらですか。 

１～34．県内 34 市町村 

問５ （実家が香美市以外の方に伺います。）実家のあるまちは香美市の市街地より都市化が進

んでいますか。 

１．非常に進んでいる       ４．やや遅れている 

２．ある程度進んでいる   ５．非常に遅れている 

３．同程度     ６．判らない 

問６．現在の居住している市町村は、どちらですか（1 つのみ選択可）。 

１．土佐山田町 ４．南国市 ７．安芸市 

２．香北町 ５．香南市 ８．その他県内（自由記載） 

３．物部町 ６．高知市 ９．県外 

 

生活環境 

 

問７．学生生活を送るうえでの経済状況について伺います。（1 つのみ選択可）。 

１．経済面での問題はない 

３．生活費や医療費を節約して生活している 

２．レジャーや娯楽を楽しむ余裕はない 

４．学生生活を継続することが難しくなりつつある 
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問８．あなたが、香美市の中で不足していると感じていることは何ですか。（複数選択可） 

１．図書館 ７．ドラッグストア 13. 医療機関 

２．文化施設（美術館、ホール） ８．飲食店 14. 金融機関 

３．運動施設 ９．衣料品店 15. コインランドリー 

４．公園、緑地 10. 娯楽施設 16. その他（自由記載） 

５．借家・アパート 11. 理美容室 

６．スーパー・コンビニ 12. 医療機関 

問９．公共交通機関(バス）は、どういった理由で利用していますか。 

１．通学・日常生活全般    ３．日々の通学   ５．入学当初の通学 

２．日常生活 ４．雨天時の通学 ６．利用したことがない 

問 1０．公共交通機関(バス）について、どういった点を改善すれば、あなたはより利用します

か。（複数選択可） 

１．増便 ６．キャッシュレス決済の導入 

２．運行時間の見直し ７．運行状況確認システムの導入 

３．路線の見直し ８．停留所環境の改善 

４．バリアフリー化 ９．今以上に利用することはない 

５．運賃の減額 10. その他（自由記載） 

 

卒業後 

 

問 1１．大学卒業後の進路（予定）は、どうされますか。 

１．決まっていない ６．留学する 

２．就職する ７．香美市内で起業する 

３．進学する ８．香美市外で起業する 

４．進学する（他の大学） ９．家業を継ぐ 

５．進学する（専門学校） 10. その他（自由記載） 

問 1２．就きたい業種は何ですか。 

１．製造業 ６．サービス 

２．商社 ７．インフラ・運輸 

３．小売・流通 ８．建設・不動産 

４．金融 ９．公務員 

５．IT・通信 10. その他（自由記載） 
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問 1３．就職先を決定するにあたり、優先度が高いものは、何ですか。（２つまで選択可能） 

１．業種 ６．将来性 

２．職種 ７．安定性 

３．給料 ８．ネットなどの評判 

４．福利厚生 ９．勤務地 

５．労働時間・休日 10. その他（自由記載） 

問 1４．就職予定先は、県内ですか、県外ですか。 

１．高知県内 ３．海外 

２．高知県外 ４．決まっていない 

問 1５．（「高知県内」で就職される方に伺います。）就職先が、高知県内となった理由は何です

か。（複数選択可） 

１．希望する就職先があるから ６．親と同居または近くで暮らしたいから 

２．住み慣れた地域にいたいから ７．親の意向だから 

３．住んでみたい地域だから ８．他地域での就職活動はお金がかかるから 

４．育った地域に貢献したいから ９．住んでいる地域外での生活に自信がないから 

５．友人・知人がいるから 10. その他（自由記載） 

問 1６．（「高知県内」で就職される方に伺います。）就職先は、どちらの市町村を予定していま

すか。 

１～34．県内 34 市町村 

問 1７．（「高知県外」で就職される方に伺います。）就職先は、どちらの都道府県を予定してい

ますか。 

１～４６．高知県以外の４６都道府県 

問 1８．（「香美市内で起業する」を選んだ方に伺います。）起業にあたり希望する行政に求める

支援はありますか。 

１．空き店舗の紹介 ４．経営アドバイス 

２．光回線などの通信網の整備 ５．その他（自由記載） 

３．開業のための資金支援 

 

市の魅力 

 

問 1９．もし高知県内に住むのであれば、「香美市」に住んでみたいと思いますか。 

１．住んでみたい・住み続けたい ３．住みたくない 

２．他に住みたい市町村がある 

問２０．住んでみたい理由は何ですか。（自由記載） 
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問２１．香美市以外に住んでみたい場所はどちらですか。 

 

問２２．住みたい市町村を選んだ理由は何ですか。（自由記載） 

 

問２３．「香美市に住みたくない」と選択した方はどんなことで住みたくないと感じますか。（2

つまで選択可） 

１．人口減少、高齢化が進んでおり、将来生活していけるか不安だから 

２．住環境の整備が遅れているから 

３．道路事情や交通などの生活環境の設備が遅れているから 

４．子どもの保育・教育のことが心配だから 

５．スポーツ・レジャー施設や文化施設が不十分だから 

６．自然の減少・悪化が進んでいるから 

７．地域の行事や近所づきあいが面倒だから 

８．医療分野のサービスが不十分だから 

９．福祉分野のサービスが不十分だから 

10. 消防、防災、防犯体制に不安を感じるから 

11. その他（自由記載） 

問２４．あなたが香美市を知らない方に香美市の魅力を PR するのであれば、何をどのように

PR しますか。（自由記載） 

 

 

そのほか 

 

問２５．学校向けの補助金を知っていますか。。 

１．両方とも知っている。 

２．（奨学金の補助金のみ）知っている。 

３．（地域活動の補助金のみ）知っている。 

４．両方とも知らない。 

問２６．奨学金の返還を支援する補助金があることで、香美市に残りたいと思いますか。 

１．香美市に残りたいと思った。 

２．香美市に残ることも検討したい。 

３．この補助金を使う予定はない。 

問２７．工科大生として香美市にできることは、どんなことがあると思いますか。自由記載） 

 


